
宝
木
保
育
園

　園
庭
か
ら
一
歩
足
を
踏
み

出
せ
ば
、
四
季
折
々
の
表
情

を
見
せ
る
木
々
や
花
々
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
昆
虫
や
小

動
物
と
の
触
れ
合
い
は
、
子

ど
も
た
ち
の
好
奇
心
を
刺
激

し
、
小
さ
な
命
へ
の
優
し
い

心
を
育
み
ま
す
。

　今
日
も
園
庭
で
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
中
に
熱
心
に
虫
探

し
を
す
る
子
が…

。
見
て
み

る
と
、
小
さ
な
手
の
中
に
て

ん
と
う
虫
が
い
ま
し
た
。
キ

ラ
キ
ラ
し
た
目
と
大
き
な
声

で
、「
て
ん
と
う
虫
見
つ
け
た

よ
！
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
写
真
は
そ
の
時
の

一
枚
で
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中

で
遊
び
、
学
び
、
そ
し
て
命

の
尊
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
未

来
へ
向
か
っ
て
羽
ば
た
け
る

よ
う
、
生
き
る
力
を
育
ん
で

い
き
ま
す
。

見
つ
け
た
よ
！
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「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
２
０
２
５
」

は
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
と
し
て
四
月

十
七
日
か
ら
約
一
か
月
半
、
十
五
種
目
が
宇

都
宮
市
を
中
心
に
県
内
の
十
二
箇
所
の
競
技

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
部
の
種
目
は
、
競
技
人
口
や
参
加
希
望

者
の
減
少
に
よ
り
や
む
な
く
開
催
を
中
止
し

ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加
者
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
い
き
い
き
と
し
た
活
躍
を
み
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
作
品
展
は
、
日
本
画
・

洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の
六
部
門

に
合
計
百
五
十
七
点
と
多
く
の
応
募
が
あ
り
、

五
月
二
十
八
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た
り
会
場

で
あ
る
と
ち
ぎ
健
康
の
森
シ
ル
バ
ー
大
学
校

中
央
校
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
年
輪
を
重
ね

た
熟
練
の
技
巧
が
駆
使
さ
れ
た
作
品
や
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
感
性
に
目
を
見
張
る
作
品
、
作

者
の
想
い
を
感
じ
る
温
も
り
溢
れ
た
作
品
な

ザ
ー
ル
で
お
買
い
物
を
し
た
り
、
売
店
で
食

事
を
し
た
り
、
皆
さ
ん
思
う
存
分
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
六
日
に
宇
都
宮
動
物
園
か
ら
、

犬
、
ウ
サ
ギ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
、
フ
ェ
レ
ッ
ト
、

イ
ン
コ
が
宝
木
保
育
園
に
遊
び
に
来
ま
し
た
。

　

動
物
に
興
味
を
示
し
背
中
や
体
を
な
で
る

子
、
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
触
れ
る
こ
と
は
少

し
怖
い
子
、
見
て
楽
し
む
子
と
様
々
な
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
四
つ
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ

て
い
た
の
で
、
自
由
に
出
入
り
を
し
な
が
ら

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

〇
歳
児
ク
ラ
ス
は
保
育
者
に
抱
か
れ
な
が

ら
近
く
で
見
た
り
、
動
物
の
声
を
聞
い
た
り

す
る
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
友
達
と
一
緒

に
動
物
に
触
れ
る
こ
と
を
喜
び
、
楽
し
む
姿

や
笑
顔
が
見
ら
れ
た
の
で
、
ま
た
実
施
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

五
月
二
十
五
日
、
第
二
十
一
回
栃
木
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

桜
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
ら
は
三
十
一
名
の
利
用

者
の
方
が
参
加
し
、
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、

競
技
が
開
始
す
る
頃
に
は
天
気
も
回
復
し
、

選
手
の
皆
さ
ん
を
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

競
技
が
始
ま
る
と
、
緊
張
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
が
真
剣
に
楽
し
そ
う
に
競
技
に

臨
む
姿
が
印
象
的
で
、
競
技
が
終
わ
っ
た
利

用
者
の
方
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
と
声
を
か

け
る
と
、
満
面
の

笑
み
で
「
頑
張
っ

た
よ
。」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。
中

に
は
、「
風
が
邪
魔

を
し
て
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
。」
と

残
念
そ
う
に
し
て

い
る
利
用
者
の
方

も
い
ま
し
た
が
、

「
次
の
競
技
で
頑
張

ろ
う
！
」
と
利
用

者
の
方
同
士
や
職

員
で
声
を
掛
け
合

い
、
桜
ふ
れ
あ
い

の
郷
一
体
と
な
っ

て
頑
張
り
ま
し
た
。

　

競
技
以
外
に
も

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

を
も
ら
っ
た
り
、
バ

　

今
年
の
端
午
の
節
句
の
行
事
で
は
、
鯉
の

ぼ
り
を
購
入
し
ま
し
た
。
ま
た
利
用
者
の
方

達
が
端
午
の
節
句
の
理
解
を
深
め
、
季
節
の

行
事
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
端
午
の
節
句
の

由
来
に
関
す
る
プ
リ
ン
ト
と
鯉
の
ぼ
り
の
製

作
キ
ッ
ト
を
配
り
ま
し
た
。

　

鯉
の
ぼ
り
は
四
月
中
に
施
設
内
に
展
示
し
、

風
の
あ
る
日
は
空
で
泳
い
で
い
る
姿
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

鯉
の
ぼ
り
を
見
る
こ
と
で
「
も
う
す
ぐ
こ

ど
も
の
日
だ
ね
。」「
風
が
あ
る
か
ら
元
気
に

泳
い
で
い
る
よ
。」
等
、
会
話
の
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
、

会
話
が
増
え
た
た
め
、
鯉
の
ぼ
り
を
購
入
し

て
よ
か
っ
た
な

と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。
家
に

大
き
な
鯉
の
ぼ

り
を
飾
る
家
庭

も
減
り
、
間
近

で
鯉
の
ぼ
り
を

見
る
こ
と
も
少

な
い
昨
今
、
季

節
の
行
事
を
大

切
に
す
る
良
い

機
会
に
な
り
ま

し
た
。 端

午
の
節
句

わ
か
く
さ

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

桜
ふ
れ
あ
い
の
郷

移
動
動
物
園

宝
木
保
育
園

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ

２
０
２
５

生
き
が
い
づ
く
り
課
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Ⅰ　
事
業
運
営
方
針

　

令
和
七
年
度
は
、
二
年
目
と
な
る
と
ち
ぎ
健
康
福

祉
協
会
基
本
計
画
（
四
期
計
画
）
を
引
き
続
き
事
業

運
営
の
中
核
に
据
え
、「
私
た
ち
は
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
、
希
望
を
持
っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
生
き
ら

れ
る
よ
う
、
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。」
の
基
本
理

念
の
も
と
、「
安
全
安
心
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」、「
や
り
が
い
と
誇
り
を
持
て
る
職
場
づ
く
り
」、

「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
信
頼
構
築
」、「
健
全
で
堅

実
な
経
営
」
の
四
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
各
施

設
等
に
お
け
る
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

Ⅱ　

重
点
事
項

　

令
和
七
年
度
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
む
。

１　

安
全
安
心
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

（
１
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
人
権
の
尊
重

　

職
員
教
育
、
研
修
の
実
施
に
よ
り
、
職
員
へ
の

倫
理
教
育
の
徹
底
を
図
る
ほ
か
、
利
用
者
支
援
の

自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
虐
待
防
止

の
徹
底
を
図
る
。

（
２
）
社
会
福
祉
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と

利
用
者
や
家
族
等
の
満
足
度
の
向
上

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
結
果
や
地
域
連

携
推
進
会
議
等
を
活
用
し
、
自
ら
の
支
援
に
つ
い

て
振
り
返
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
や
家
族
等
と
の
意
見
交

換
に
よ
り
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

（
３
）
指
定
管
理
事
業
の
着
実
な
実
施

　
「
と
ち
ぎ
は
つ
ら
つ
プ
ラ
ン
21
（
九
期
計
画
）」

や
「
と
ち
ぎ
健
康
21
プ
ラ
ン
（
三
期
計
画
）」
に

沿
っ
た
事
業
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
利

用
者
等
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
や
か
に
対
応
し
、
県

民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
る
。

に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
職
員
に
よ
る
器
具
の
使
い
方
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
来
場
者
の
皆

さ
ん
が
実
際
に
器
具
を
体
験
し
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
健
康
器

具
設
置
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
意
識
の

向
上
や
運
動
習
慣
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
あ
わ
せ
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

ど
に
、
多
数
の
来
場
者
の
皆
さ
ん
も
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
開
催
さ
れ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
と
、
シ
ル

バ
ー
作
品
展
の
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
、
栃
木

県
代
表
と
し
て
十
月
十
八
日
か
ら
岐
阜
県
で

開
催
さ
れ
る
第
三
十
七
回
全
国
健
康
福
祉
祭

ぎ
ふ
大
会
（
愛
称
：
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜

２
０
２
５
）
に
参
加
し
ま
す
。

　

栃
木
県
選
手
団
の
皆
様
が
ど
ん
な
は
つ
ら

つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
、

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
は
、
健
康
づ
く
り
を

支
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
沿
い
に
新
た
に
健
康
器
具
を
設
置

し
ま
し
た
。
今
回
設
置
さ
れ
た
器
具
は
、
上

半
身
を
伸
ば
す
器
具
や
、
脚
の
筋
力
を
鍛
え

る
ス
テ
ッ
プ
台
な
ど
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
目
的
と
し
た
も
の
で
計

十
基
を
配
置
し
、
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ま
に

ご
活
用
い
た
だ
け

ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
前
後
や
途

中
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
気
軽
に
身
体
を

動
か
せ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
お
り
、

日
常
的
な
健
康
増

進
に
役
立
つ
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
月
二
十
五
日

（
４
）
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
の
実

践

　

有
事
に
お
い
て
も
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
基
づ
い
た
、
緊
急

時
に
備
え
て
の
実
践
的
な
訓
練
を
各
施
設
等
に

お
い
て
継
続
実
施
す
る
。

２　

や
り
が
い
と
誇
り
を
持
て
る
職
場
づ
く
り

（
１
）
多
様
な
採
用
活
動
に
よ
る
人
材
確
保

　

人
材
の
確
保
に
向
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明

会
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
及
び
学
校
訪
問
や
実
習

生
受
入
れ
の
充
実
、
リ
ク
ル
ー
ト
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
活
用
等
、
引
き
続
き
多
様
な
採
用
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

（
２
）
働
き
や
す
く
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

　

職
員
一
人
一
人
が
働
き
や
す
く
、
や
り
が
い
を

持
て
る
よ
う
職
場
環
境
改
善
を
推
進
す
る
た
め
、

風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
行
動
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
物
価
上
昇
、
最
低
賃

金
の
上
昇
、
職
員
採
用
状
況
の
悪
化
等
に
対
応
す

る
た
め
引
き
続
き
給
与
制
度
の
見
直
し
を
行
う
。

　

ま
た
、
適
正
な
労
務
管
理
を
図
る
た
め
、
勤
怠

管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
着
実
に
行
う
と
と
も

に
、
各
種
休
暇
申
請
手
続
き
等
の
電
子
化
や
、
福

祉
施
設
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等

の
導
入
を
推
進
す
る
。

（
３
）
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
に
基
づ
く
人
材
育
成
の

推
進

　

人
材
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制

度
の
運
用
に
よ
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
作
成
し
た
研
修
制

度
に
基
づ
き
、
体
系
的
な
人
材
育
成
を
推
進
す
る
。

３　

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
信
頼
構
築

（
１
）
地
域
と
の
連
携
と
地
域
貢
献

　

各
施
設
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
最

大
限
に
活
用
し
、
積
極
的
に
法
人
や
各
施
設
等
の

魅
力
を
発
信
す
る
。
ま
た
、
施
設
の
人
的
ス
キ
ル

や
設
備
等
の
機
能
を
活
用
し
て
地
域
貢
献
を
果

た
す
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
施
設
機

と
ち
ぎ
健
康
の
森
に
新
設
備

健
康
づ
く
り
課

令
和
七
年
度

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
事
業
計
画
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の
増
に
よ
る
機
能
の
充
実
を
実
現
す
る
た
め
、
令

和
七
年
度
中
の
完
成
に
向
け
推
進
す
る
と
と
も

に
、
労
働
人
口
減
少
等
の
社
会
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
の
事
業
展
開
を
検
討
す
る
。

（
４
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

　

研
修
や
会
議
を
通
じ
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

教
育
を
図
る
と
と
も
に
、
公
益
通
報
相
談
窓
口
の

設
置
検
討
を
進
め
る
。

（
５
）
情
報
管
理
の
徹
底

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
応
指
針
策
定
や
個
人
情
報
の
適
切

な
取
扱
い
に
関
す
る
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
実

施
等
を
検
討
し
、
組
織
的
な
個
人
情
報
管
理
を
図

る
。

（
６
）
業
務
の
効
率
化

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
や
業
務
の
自
動
化
等
に

よ
り
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
及
び

利
用
者
支
援
の
充
実
を
図
る
。

能
を
開
放
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
地
域
で
の
安
全

安
心
へ
の
貢
献
を
果
た
す
。

４　

健
全
で
堅
実
な
経
営

（
１
）
法
人
理
念
の
浸
透

　

組
織
目
標
立
案
や
階
層
別
研
修
等
に
よ
り
法

人
理
念
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
、
そ
の
浸
透
を

図
る
。

（
２
）
健
全
で
安
定
的
な
財
務
基
盤
の
確
立

　

社
会
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、
行
政
、
相
談
支

援
事
業
所
等
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
適
切

な
利
用
調
整
及
び
積
極
的
な
利
用
者
受
入
れ
を

推
進
し
、
稼
働
率
向
上
を
着
実
に
達
成
す
る
。

（
３
）
新
た
な
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

　

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
及
び
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ポ
プ
ラ
の
建
替
整
備
に
つ
い
て

は
、
防
災
機
能
の
付
加
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
定
員

氏　名 所　　　属
関根　房三 栃木県社会福祉協議会　会長

桶田　正信 栃木県老人クラブ連合会　会長

麦倉　仁巳 栃木県身体障害者団体連絡協議会　会長

島田　次秀 栃木県民生委員児童委員協議会　会長

和久千夏子 栃木県手をつなぐ育成会　副会長

浜野　　修 栃木県地域包括・在宅介護支援センター協議会　会長

山形　崇倫 栃木県立リハビリテーションセンター理事長兼所長

評議員

とちぎ健康福祉協会役員名簿
（令和７年６月２日現在）

氏　名 所　　　属
小川　俊彦 とちぎ健康福祉協会　理事長

梁木　達夫 とちぎ健康福祉協会　常務理事総務福祉部長

松村　　誠 とちぎ健康福祉協会　常務理事生きがい健康部長

花本　哲也 とちぎ健康福祉協会　総務福祉部総務課長

鱒渕　史雄 とちぎ健康福祉協会　桜ふれあいの郷所長

小室　悦子 とちぎ健康福祉協会　宝木保育園長

理　事

氏　名 所　　　属
大橋　哲也 栃木県国民健康保険団体連合会　常務理事

増山　雄貴 増山公認会計士事務所　公認会計士・税理士

監　事

令和７年度とちぎ健康福祉協会資金収支予算

勘　定　科　目 予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A）-（B）

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

収　
　
　
　
　
　
　
　
　

入

児 童 福 祉 事 業 収 入 206,624 173,125 33,499
保 育 事 業 収 入 256,782 240,110 16,672
就 労 支 援 事 業 収 入 29,707 30,423 △ 716
障害福祉サービス等
事 業 収 入 1,815,537 1,744,075 71,462

指定管理者事業収入 610,280 610,874 △ 594
高齢者生きがいづくり
支 援 事 業 収 入 93,415 93,126 289

借入金利息補助金収入 6 8 △ 2
経常経費寄附金収入 37 37 0
受取利息配当金収入 2,016 1,620 396
そ の 他 の 収 入 80,849 44,035 36,814
事業活動収入計（1） 3,095,253 2,937,433 157,820

支　
　
　

出

人 件 費 支 出 1,915,566 1,816,912 98,654
事 業 費 支 出 541,070 531,429 9,641
事 務 費 支 出 525,452 522,673 2,779
就 労 支 援 事 業 支 出 27,453 28,914 △ 1,461
支 払 利 息 支 出 5,537 5,768 △ 231
そ の 他 の 支 出 2,692 3,673 △ 981
事業活動支出計（2） 3,017,770 2,909,369 108,401

事 業 活 動 資 金 収 支 差 額
（3）=（1）-（2） 77,483 28,064 49,419

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 146,350 2 146,348
固 定 資 産 売 却 収 入 1 0 1
施設整備等収入計（4） 146,351 2 146,349

支　
　
　

出

設備資金借入金元金
償 還 支 出 46,658 46,659 △ 1

固 定 資 産 取 得 支 出 352,105 24,877 327,228
固定資産除却･廃棄支出 1 99 △ 98
ファイナンス･リース
債 務 の 返 済 支 出 11,354 13,712 △ 2,358

施設整備等支出計(5) 410,118 85,347 324,771
施設整備等資金収支差額

（6）=（4）-（5） △ 263,767 △ 85,345 △ 178,422

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

収　
　
　

入

積 立 資 産 取 崩 収 入 310,801 24,501 286,300
拠 点 区 分 間 長 期
借 入 金 収 入 200,000 0 200,000

事業区分間繰入金収入 14,199 23,528 △ 9,329
拠点区分間繰入金収入 142,891 115,960 26,931
サービス区分間繰入金収入 17,456 14,180 3,276
その他の活動による収入 0 606 △ 606
その他の活動収入計(7) 685,347 178,775 506,572

支　
　
　

出

積 立 資 産 支 出 106,214 108,317 △ 2,103
拠 点 区 分 間 長 期
貸 付 金 支 出 200,000 0 200,000

事業区分間繰入金支出 14,199 23,528 △ 9,329
拠点区分間繰入金支出 142,891 115,960 26,931
サービス区分間繰入金支出 17,456 14,180 3,276
その他の活動による支出 4,457 4 4,453
その他の活動支出計(8) 485,217 261,989 223,228

その他の活動資金収支差額
（9）=（7）-（8） 200,130 △ 83,214 283,344

予備費支出（10） 53,500 53,500 0
当期資金収支差額合計

（11）=（3）+（6）+（9）-（10） △ 39,654 △ 193,995 154,341

前期末支払資金残高（12） 682,220 736,277 △ 54,057
当期末支払資金残高（11）+（12） 642,566 542,282 100,284

（自）令和７年４月１日
（至）令和８年３月31日

（単位：千円）

令和７年７月１日 第 106 号（4）か　た　ら　い



＊
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
応
答
が
お
か
し
い
時

は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

 

室
内
で
も
熱
中
症
予
防 

　
暑
さ
を
感
じ
な
く
て
も
室
温
や
外
気
温
を
確

認
し
、
エ
ア
コ
ン
等
を
使
っ
て
温
度
調
節
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

暑
熱
順
化
ス
イ
ッ
チ 

暑
さ
に
な
れ
る
➡
早
く

汗
が
出
る
➡
体
温
上
昇
ス
ト
ッ
プ

　
人
間
は
多
少
で
す
が
、
暑
さ
に
慣
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
暑
熱
順
化
と
い
い
ま
す
。
暑

く
な
る
前
に
身
体
を
熱
中
症
対
応
モ
ー
ド
に
し

て
、
暑
さ
に
強
い
身
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

 

暑
熱
順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
汗
を
か
く
こ
と
。
運
動
や
入
浴

な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
行
え
ま
す
。
歩
く
・
走

る
・
自
転
車
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ト
レ
ッ

チ
・
入
浴
・
サ
ウ
ナ
な
ど
数
日
か
ら
二
週
間
程
度

で
、
身
体
を
暑
さ
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
長
く
暑
い
日
本
の
夏
、

そ
の
日
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
て
熱
中
症

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
発
汗

に
よ
る
体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体

内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
さ
し
ま
す
。

　
屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い

と
き
で
も
発
症
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
に

も
気
を
配
り
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

 

熱
中
症
の
症
状 

　
□
め
ま
い
　
　
　
□
立
ち
く
ら
み

　
□
生
あ
く
び
　
　
□
大
量
の
発
汗

　
□
筋
肉
痛
　
　
　
□
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り

　
　
　
症
状
が
進
む
と

　
□
頭
痛
　
　
　
　
□
嘔
吐

　
□
倦
怠
感
　
　
　
□
判
断
力
低
下

　
□
集
中
力
低
下
　
□
虚
脱
感

 

熱
中
症
の
主
な
応
急
処
置 

　
□
経
口
補
水
液
を
補
給

　
□
衣
服
を
ゆ
る
め
体
を
冷
や
す

　
□
涼
し
い
場
所
へ
避
難

健
康
の
森　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

熱
中
症
予
防

⬅

　

育
児
介
護
休
業
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
目
指
し
、
令
和
七
年
四
月

か
ら
育
児
等
に
係
る
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
。

〇
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置

【
対
象
者
】

三
歳
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員

【
内
容
】

　

次
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択

　

①
養
育
両
立
支
援
短
時
間
勤
務

　
　

一
日
の
勤
務
時
間
を
原
則
六
時
間

　

②
養
育
両
立
支
援
休
暇

　
　

一
の
年
度
で
一
〇
日
の
範
囲
内
の
期
間

（
特
別
有
給
休
暇
）

〇
所
定
外
労
働
の
制
限
（
残
業
免
除
）
の
対
象

を
拡
大

小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る
職
員
（
改

正
前
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
）

〇
子
の
看
護
休
暇
の
見
直
し
（
看
護
等
休
暇
）

【
対
象
者
】

小
学
校
三
学
年
修
了
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
職
員
（
改
正
前
は
、
小
学
校
就
学
前
）

【
取
得
事
由
】

　

・
負
傷
や
病
気
に
か
か
っ
た
子
の
世
話

　

・
予
防
接
種
や
健
康
診
断

　

・
感
染
症
に
伴
う
学
級
閉
鎖
等
に
な
っ
た
子

の
世
話
（
追
加
）

　

・
入
園
（
入
学
）
式
、
卒
園
式
の
参
加
（
追

加
）

【
取
得
日
数
】

一
の
年
度
に
お
い
て
五
日
（
小
学
校
三
学
年

修
了
ま
で
の
子
が
二
人
以
上
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
一
〇
日
）

育
児
等
に
係
る
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

（5）第 106 号 令和７年７月１日か　た　ら　い


